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市
の
発
展
に
貢
献

１月４日に、市の発展に寄与された功労者に対し、その功績をたたえ表彰式を
執り行いました。市表彰条例に基づき、地方自治や交通防災、ボランティアな
どの分野で多年にわたり活躍された皆さまに、市の表彰状を授与したほか、市
に対し多額のご寄付などをされた法人、個人に感謝状を贈呈しました。また併
せて、県知事褒章の伝達式も執り行いました。
皆さまのご活躍は、市民の模範となるものであり、その献身的なご尽力に対し
まして、心から敬意を表します。

問い合わせ　秘書政策課　増井麻奈美　☎㉓0052

（勝間田区）赤
あか

堀
ほり

敏
とし

郎
ろう

さん

選挙管理委員会委員として12年に
わたり地方選挙の公平、公正な執
行に尽力し、地域発展に大きく貢
献されました。

令和５年牧之原市表彰受賞者

（牧之原区）大
おお

石
いし

慎
しん

弥
や

さん

消防団員として22年にわたり尽力し、
令和２年からは副団長として市民
の生命、財産の安全確保に大きく
貢献されました。

（西萩間区）萩
はぎ

原
わら

大
だい

介
すけ

さん

９年以上にわたり萩間保育園の環
境整備や、園児の食育事業の支援
に尽力し、園児の豊かな心の育成
に大きく貢献されています。

20年以上にわたり地頭方小学校の
交通街頭指導やあいさつ運動に尽
力し、次代を担う子供たちの安全
確保に大きく貢献されています。

（静波区）茶っこクラブ
14年以上にわたり静波区の環境美
化活動と児童の見守り活動に尽力
し、美しく安全な地域づくりに大き
く貢献されています。

市の移住定住の促進のため有効に
活用することを目的に、多額のご寄
付をされました。

市の防災・減災の向上のため、多く
の緊急避難用エアベッドおよび関連
資機材をご寄贈くださいました。

市の移住定住の促進のため有効に
活用することを目的に、多額のご寄
付をされました。

市の移住定住の促進のため有効に
活用することを目的に、多額のご寄
付をされました。

市の移住定住の促進のため有効に
活用することを目的に、多額のご寄
付をされました。

市の子育て支援のため有効に活用
することを目的に、多額のご寄付を
されました。

市の再生可能エネルギー事業に有
効に活用することを目的に、多額の
ご寄付をされました。

大﨑さんは、令和３年５月１日に発生した「牧之原市竜巻等災害」において、
発災直後から、夜間における停電で周囲の状況の把握が困難であり、市に
おいても状況の把握に苦慮する中、地域内で連携して迅速な初期対応を行い、
被害状況の把握に貢献されました。
発災翌日以降においては、地域の役員や住民と協力し瓦礫処理などの現場対
応を行いました。また、地元や関係機関と緊密に連携して情報共有や連絡調
整を行い、早急な災害復旧に努めました。被災地に駆けつけた市内ボランティ
アの総括も行い、現場の混乱を抑制し、効率的で素早い災害対応ができるよ
う行動し、牧之原市竜巻等災害への対応において、大きな功績を残されました。
以上のことから、令和４年度静岡県地域防災活動知事褒賞を受賞され、１月
４日の市表彰式にて、表彰状の伝達を行いました。

（地頭方区）鈴
すず

木
き

由
よし

郎
ろう

さん大興金属株式会社

株式会社創喜東武トップツアーズ株式会社サンコー防災株式会社

トーシン産業株式会社ユービーサポート株式会社

＊氏名と功績のみ
ご紹介します

静岡県地域防災活動
知事褒章

（牧之原区）大
おお

﨑
さき

信
のぶ

博
ひろ

さん

（千葉県）前
まえ

澤
ざわ

友
ゆう

作
さく

さん
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す
。

　

平
成
29
年
２
月
、
事
業
検
討
区

域
の
土
地
・
建
物
所
有
者
の
皆
さ

ん
に
よ
っ
て
「
牧
之
原
市
Ｉ
Ｃ

北
側
土
地
区
画
整
理
準
備
組
合

（
鈴す

ず

木き

芳よ
し

明あ
き

会
長
）」
が
設
立
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
約
６
年
間
に
わ
た
り
、

土
地
区
画
整
理
事
業
の
実
施
に
向

け
た
測
量
・
設
計
、
調
査
や
事
業

計
画
作
成
な
ど
の
準
備
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
10
月
、
静
岡
県
知
事

に
対
し
、
土
地
区
画
整
理
組
合
設

立
の
認
可
申
請
を
行
い
、
本
年
１

月
10
日
付
け
で
「
牧
之
原
市
Ｉ
Ｃ

北
側
土
地
区
画
整
理
組
合
」
設
立

の
認
可
を
受
け
ま
し
た
。

新
た
な
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

　

１
月
29
日
に
、
組
合
の
第
１
回

（
設
立
）
総
会
が
牧
之
原
中
学
校

で
開
か
れ
、
組
合
員
、
来
賓
な
ど

約
90
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
鈴
木
芳
明
理
事
長

を
は
じ
め
、
13
人
の
役
員
が
選
任

さ
れ
る
と
と
も
に
、
保
留
地
処
分

先
や
事
業
代
行
先
の
決
定
な
ど
、

組
合
や
土
地
区
画
整
理
事
業
の
組

牧之原市ＩＣ北側土地区画整理事業は、東名相良牧之原Ｉ
Ｃ北側地区におきまして、「陸・海・空」の広域交通結節点
にふさわしい、新たなまちづくりを展開することを目的として
います。事業が進めば、地区だけではなく、市全体、さらに
は県中部地域における活性化や産業振興、移住・定住人口
の拡大などに大いに貢献できるものと確信しております。
無事に組合としての第一歩を踏み出すことができましたが、
これからが事業としての本当のスタートです。組合役員が中

牧之原市ＩＣ北側土地区画整理組合
鈴木芳明理事長

心となり、組合員一丸となっ
て進んでいきますので、子
どもや孫たちが住み続けた
いと思う「魅力あるまちづく
り」に向けまして、引き続き、
関係する皆さまのご理解と
ご協力を賜りますよう、何
卒、よろしくお願い申し上
げます。

織
体
制
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
の
杉
本
市
長
は
、「
地
域

の
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
り
、
こ
こ

ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
感

慨
深
い
。
第
３
次
市
総
合
計
画
に

も
位
置
付
け
、
市
も
全
力
で
支
援

を
行
い
、
新
た
な
拠
点
整
備
に
よ

る
持
続
可
能
な
市
の
実
現
を
目
指

し
て
い
く
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　

組
合
で
は
今
後
、
地
区
内
の
道

路
や
調
整
池
、
宅
地
、
公
園
な
ど

の
整
備
を
進
め
、
令
和
８
年
度
末

の
事
業
完
了
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
、
組
合
、
関
係
企
業

な
ど
が
協
力
し
、
商
業
・
産
業
施

設
の
誘
致
や
快
適
な
住
宅
地
の
整

備
な
ど
、
新
た
な
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

平成29年

２月 牧之原市ＩＣ北側土地区画整理
準備組合設立

４月 市への技術的援助申請
市ＩＣ北側整備事務所開設

９月 準備組合第２回総会

平成30年 ７月～
９月 一括業務代行予定者募集・決定

令和２年
１月

準備組合、大和ハウス工業株式
会社、市の３者による業務協定
の締結

４月 準備組合第３回総会

令和３年
３月 準備組合第４回総会・全体説明会

４月～ 個別説明会（同意書の取得）

令和４年
９月 準備組合第５回総会

10月 静岡県への組合設立認可の申請

令和５年 １月
県から組合設立認可
準備組合第６回（解散）総会
組合第１回（設立）総会

組合設立までの取り組み
役職 氏名 区

１ 理事長 鈴
すず

木
き

芳
よし

明
あき 牧之原（相良地区）

２ 副理事長 永
なが

田
た

武
たけし 牧之原（相良地区）

３ 副理事長 水
みず

野
の

勝
かつ

也
や 牧之原（相良地区）

４ 理事 赤
あか

堀
ほり

清
きよ

司
じ 牧之原（相良地区）

５ 理事 秋
あき

山
やま

治
はる

幸
ゆき 牧之原（相良地区）

６ 理事 笠
かさ

原
はら

活
かつ

彦
ひこ 牧之原（相良地区）

７ 理事 栗
くり

田
た

雅
まさ

昭
あき 牧之原（相良地区）

８ 理事 中
なか

嶋
じま

雄
ゆう

一
いち 牧之原（相良地区）

９ 理事 村
むら

松
まつ

耕
こう

一
いち 牧之原（相良地区）

10 理事 山
やま

本
もと

義
よし

澄
ずみ 牧之原（相良地区）

11 監事 杉
すぎ

浦
うら

貢
みつぎ 西萩間

12 監事 長
なが

尾
お

竜
りゅう

一
いち 牧之原（相良地区）

13 監事 中
なか

島
じま

廣
ひろ

美
み 牧之原（榛原地区）

牧之原市ＩＣ北側土地区画整理組合が設立し、土地区画整理事業が始まります。
問い合わせ　新拠点整備室　横山泰広　☎㉓3333始

牧之原市ＩＣ北側土地区画整理組合役員

土地利用計画構想図 土地区画整理事業の概要
［事業名称］
   牧之原市ＩＣ北側土地区画整理事業
［施行者］
   牧之原市ＩＣ北側土地区画整理組合
［施行地区面積］
   22.59ha（225,900.06㎡）
［権利者数］
   113人
［設立認可日］
   令和５年１月10日
［事業施行期間］
   令和５年１月10日～令和９年３月31日
［概算事業費］
   29億7,600万円

位置図

理事長ごあいさつ

動



９年間の系統立てた学びを推進するた
めに、各教科のカリキュラムを作成。
令和５年度までに全教科作成予定。

各中学校区で、小中一貫を目指した研
究を実施中。中学校区の育みたい子ど
も像を共有し、９年間の学びと育ちを
つなぐ取り組みを考え、試行。

学校施設は離れた状態であっても、９年間
で子どもを育む教育を実施する。
牧之原小・中学校は、隣接する利点を活か
し、小中一貫校を意識した教育を行う。

①９年間の力の系統図作成
②教育プログラム検討

地域の資源を再発見し、料理の考案・
創作・プレゼンテーションを通して、
創造的思考を高める取り組み。静岡大
学と協働で実施。

将来働くときに必要な力を、職業体験や
起業体験を通して身につける。

現在プログラム作成中。

令和元年、モデル校３校にコミュニ
ティ・スクールを設置するとともに、
教職員とコミュニティ・スクールを研
究。令和３年度に全校にコミュニティ・
スクールが設置された。

中学校区の学校のコミュニ
ティ・スクール同士の交流
や連携事業を実施。

コミュニティ・スクールの学校
運営協議会を中心に新しい義務
教育学校のコミュニティ・ス
クールについて検討予定。

専門家、保護者、教職員、自治会代表、
公募の市民からなる審議会で検討。地域
でのワークショップや小中学生・保護者
を対象としたアンケートなどで多様な意
見を集約し、まとめた。

2030年度を開校目標に、榛原
地域に１つ、相良地域に１つの
義務教育学校（小中一貫校）を
設置することを決定。
５つの方針とソフト・ハードの
内容を計画に盛り込んでいる。

令和４・５年度に榛原地域・相良地域の新
しい義務教育学校の施設について検討。
検討は、専門家、保護者、教職員、自治会、
CSD、企業の代表で構成された委員で行
うが、アンケートやワークショップなどで
多くの人の意見を聞きながら進める。

９年間の教育を支える土
台として、ハード面の教
育環境を整備する。

もっと学校と地域が近くな
り、同じ目的のもと、学校
の運営に地域の人も関わ
り、活動を通して子どもを
一緒に育む仕組みをつく
る。

新しい学校のプログラム
への接続を意識し、全小
中学校で実施する教育プ
ログラムを作成する。

９年間の系統的・連
続的な教育。９年間
の学びのカリキュラ
ムの作成や中学校区
での一貫教育を研
究・推進する。

１．主体的にたくましく生き抜くことができる人間力
２．新たな価値を創造し、よりよい将来を創り出す
　　ことができる力

中学生が小学生にオンラインで
中学校を紹介（小中連携事業）

小中学校時代は、「予測困難な社会でも自分らしく生きていくために必要な力」の基礎をつ
ける時期です。子どもたちは、多くの人が自分たちの学びと育ちに関わること、さまざまな
ことにチャレンジする経験を積むことで、将来自分に必要な力をつけていきます。
その取り組みを、より効果的で充実したものにしていくために、市では、「キャリア教育を
軸とした小中一貫教育」と「社会全体で子どもを育てる仕組みづくり」を進めています。
その取り組みを支えるハード面の教育環境として、「９年間で学ぶクラス替えのできる規模
の義務教育学校」を整備することを並行して進めていきます。

問い合わせ　学校再編推進室　石川奈美　☎532640

校名、校章、PTA
組織などを検討。

スタート

＊CSD＝コミュニティ・スクール・ディレクター



出典：京都教育大学付属京都義務教育学校ホームページ

令和３年度に全校設置したコミュニティ・ス
クールでは、学校が目指していることを地域
の人たちと共有し、一緒に考え、人をつな
げてくれています。また、授業の支援や校
外活動の見守りなど、子どもたちに直接関
わる活動をしてくれています。本年度からは、
中学校区の他の学校と交流をしながら、中
学校区で学びと育ちを考えています。

本市の「起郷家教育」の取り組みが、キャリア教育の充実・発
展に関し顕著な功績が認められる教育委員会などに送られる
「文部科学大臣表彰」を受賞しました。
これからも、子どもたちにとってより良い学びが提供できるよ
う、取り組みを進めていきます。

学校再編計画の検討は、自治基本条例や市民参加条例に基づき、「望まし
い教育環境のあり方の検討」から６年の歳月をかけ、審議会や意見交換会、
アンケート、説明会などさまざまな方法で市民意見を集約して進めてきま
した。そのプロセスが認められ、「マニフェスト大賞2022」への応募総数
3,133件のうち、東海エリア選抜31件の１つに選ばれました。

令和４年８月から学校用地候補地選定委員会で検討をしていた新しい学校の候補地が、12月15日の教育
委員会において決定しました。これからの新しい学校施設の検討は、この候補地を基本に考えていきます。

新しい学校づくり検討会の他、子ど
もたちを対象にワークショップを開
催したり、小中学校で新しい学校の
デザインを考える授業を行ったりし
ています。今後は、保護者や地域の
皆さんの意見を聞く機会も作り、多
くの人が「通いたい・通わせたい」と
思う学校にしていきます。

榛原地域の候補地 相良地域の候補地

▶必要な
調査や被害想定をし
て、建築計画や造成計
画に反映させること▶
工事の際に中学校の教
育活動を妨げないこと

▶農地調
整の関係で開校時期が
遅れる見込みだが、さ
まざまな調整や工夫を
して早期開校できるよ
うにすること

榛原中学校
および周辺

大沢インター
北側周辺

▶各区からの中央にあるためアクセスしやすい▶教
育活動がしやすい▶十分な広さがある▶費用を抑え
ることができる▶河川浸水想定区域内だが、過去に
後者への浸水被害がなく、建築計画や学校運用を工
夫することで、安全・安心な施設にできる▶現在の
中学校の教育活動をしながらの建設が可能

▶市街地の近接地で、周囲に公共施設や商店、山や
畑があり、幅広い教育活動がしやすい▶候補地の中
で最も平場面積が広い▶候補地の中で最も建設費が
抑えられる▶大沢インターチェンジが近いため、アク
セスが良く、利便性が良い

１　子どもの発達段階や年齢の特性に応
　じた意図的な教育活動を行うため「４・
　３・２制」を基本とする。
　ただし、子どもの実態・教育活動の内
　容に応じ、弾力的運用も可能とする。

２　義務教育学校により９年間を通して
　子どもを育てていくという教職員の意
　識改革が何より重要であり、教職員一
　人一人が、施設整備も含め「今までに 
　ない全く新しい学校を作る」という意
　識を常に持つことができるようにする。

現在は、小学校６年間、中学校３年間を区切りとしていますが、新しい学校では、９年間で子どもを育みます。
子どもたちにとってどこに節目をつけることがよいのか、市校長会で検討し、令和４年７月15日に、節目とす
る学年の区切りが市教育委員会に提案されました。今後は、学年の区切りを
「４・３・２制」とすることを前提に、研修会や視察などを実施し、発達段階
に応じた資質・能力の育成について研究をしていきます。

▲
授賞式の様子

▶
アースランチ
フェスティバル

◀地頭方小学校での出前授業

子どもワークショップ▶

◀中学校区のCSDの意見交換

ボランティアからミシン  ▶
の使い方を学ぶ



イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム

障
害
は
依
存
症
の
一
つ

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
障

害
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

ゲ
ー
ム
に
熱
中
し
、
時
間
な
ど
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
る
病

気
で
、「
ゲ
ー
ム
依
存
（
ゲ
ー
ム

障
害
）」
や
「
ネ
ッ
ト
依
存
」
と

も
い
わ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
依
存
症

の
一
つ
で
す
。
２
０
１
９
（
令
和

元
）
年
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機

関
）
で
新
た
な
依
存
症
と
し
て
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
依
存
症
は
脳
の

病
気
で
あ
り
、「
や
め
よ
う
」
と

思
っ
て
も
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
に
お
け
る
推
計
で
は
、
成

人
は
４
２
１
万
人
（
厚
生
労
働
省

研
究
班
・
２
０
１
３
年
）、
中
高

生
は
93
万
人
（
同
・
２
０
１
７

年
）
が
「
ネ
ッ
ト
依
存
」
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ネ
ッ

ト
依
存
の
人
の
90
％
が
「
ゲ
ー
ム

障
害
」（
久
里
浜
医
療
セ
ン
タ
ー
・

２
０
１
６
〜
17
年
）
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム

障
害
の
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

▼
食
生
活
の
乱
れ
や
運
動
不
足
に

　

よ
る
体
力
の
低
下

▼
慢
性
的
な
頭
痛
・
め
ま
い
・
吐

　

き
気
・
肩
こ
り

▼
長
時
間
画
面
を
見
続
け
る
こ
と

　

で
の
視
力
の
低
下

▼
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き

　

ず
、
注
意
さ
れ
る
と
暴
言
や
暴

　

力
を
ふ
る
う

▼
ネ
ッ
ト
環
境
が
な
い
と
、
イ
ラ

　

イ
ラ
し
た
り
、
無
気
力
に
な
っ

　

た
り
す
る

▼
う
つ
病
な
ど
の
こ
こ
ろ
の
病
気

　

に
な
る

▼
朝
起
き
ら
れ
ず
、
遅
刻
や
欠
席
、

　

欠
勤
が
増
え
、
学
校
や
職
場
に

　

行
け
な
く
な
る

▼
家
族
や
友
人
、
職
場
な
ど
の
人

　

間
関
係
よ
り
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム

　

を
優
先
し
、
関
係
性
が
崩
れ
る

▼
多
額
の
課
金
や
買
い
物
に
よ
る

　

金
銭
ト
ラ
ブ
ル

　
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
以
下
、
ス
マ
ホ
）
や
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
て
、
い
つ
の
間
に
か
時
間
が
過
ぎ

て
い
る
」「
や
め
よ
う
と
思
っ
て
も
つ
い
つ
い
見
て
し
ま
う
」
―
。
ご
自
身
や
身
近
な
人
に
、
そ
ん

な
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
く
た
め
に
は
、「
ネ
ッ
ト
依
存
」
の
危
険
性
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
子
ど
も
も
大
人
も
、
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
と
の
付
き
合

い
方
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課　

鈴
木
沙
愛
・
吉
永
洋
子　

☎
（
23
）
０
０
２
４

防ごう！

～スマートフォンやゲームとの
正しい付き合い方～

インターネット・ゲーム障害

▼
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
に
よ
る
交

　

通
事
故

▼
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
な
ど
の
詐

　

欺
被
害

▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
介
し
た
性
犯
罪
被
害

▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
誹
謗
中
傷
被
害

気
に
な
っ
た
ら
相
談
を

　

ネ
ッ
ト
依
存
や
ゲ
ー
ム
障
害
は

本
人
が
自
覚
し
に
く
い
た
め
、
周

り
の
人
の
気
づ
き
が
大
切
で
す
。

「
決
め
た
ル
ー
ル
が
守
れ
な
い
」

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
気
に
な
る
」
な
ど
、

「
も
し
か
し
て
ネ
ッ
ト
依
存
？

ゲ
ー
ム
障
害
？
」
と
思
っ
た
ら
、

早
い
う
ち
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

専
門
の
医
療
機
関
な
ど
で
治
療
を

受
け
る
こ
と
で
、
回
復
を
早
め
る

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。



　

歳
を
重
ね
る
と
、
大
き
い
物
や
重
い
物

を
運
ん
だ
り
、
高
い
と
こ
ろ
に
手
を
伸
ば

す
な
ど
の
場
面
で
「
つ
ら
い
（
怖
い
）」

と
い
っ
た
体
へ
の
負
担
（
不
安
）
を
実
感

す
る
こ
と
が
増
え
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
手

助
け
を
求
め
た
く
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た

こ
と
を
感
じ
や
す
く
な
る
高
齢
者
の
数
は

年
々
増
加
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、
働
き
盛

り
の
人
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
の
現
場
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、

身
体
の
維
持
を
支
援
す
る
「
身
体
介
護
」

と
、
家
事
な
ど
を
行
い
生
活
の
維
持
を
支

援
す
る
「
生
活
援
助
（
家
事
援
助
）」
の

２
つ
の
業
務
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
１
つ
に
、

高
齢
者
の
自
宅
に
訪
問
介
護
員
（
ヘ
ル

パ
ー
）
が
訪
問
し
、
入
浴
、
排
せ
つ
、
食

事
の
介
助
な
ど
の
日
常
生
活
上
の
援
助
を

行
う
「
訪
問
介
護
」
が
あ
り
ま
す
。

　

ヘ
ル
パ
ー
は
「
身
体
介
護
」
は
も
ち
ろ

ん
「
生
活
援
助
（
家
事
援
助
）」
も
行
い
、

掃
除
や
洗
濯
、
買
い
物
、
調
理
と
い
っ
た

日
常
生
活
の
一
部
分
を
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ヘ
ル
パ
ー
の
高
齢
化
に
よ
る

退
職
や
新
た
な
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
難
し

い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
提
供
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
量
に
も
限
度
が
あ
り
ま
す
。
資
格
取

得
を
要
す
る
身
体
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
確
保
す
る
た
め
、
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

介護の現場には、普段生活する上で身についた力を発揮できる業務がたくさんありま
す。これまでの市の取り組みと高校生による介護への活動を紹介します。

問い合わせ　長寿介護課　宮崎真菜　☎㉓0076

の
提
供
を
縮
小
し
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ

ま
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
系
サ
ー
ビ
ス
は
、
高

齢
者
の
生
活
と
介
護
を
１
つ
の
施
設
内
で

行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
介
護
に
連
動
す

る
「
生
活
援
助
」
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

現
状
で
は
、
24
時
間
体
制
の
中
で
働
く

体
力
を
維
持
し
、
体
を
動
か
す
コ
ツ
を
学

ん
だ
ス
タ
ッ
フ
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
利
用
者
に
対
し
て
必
要
な
ス
タ
ッ

フ
の
配
置
は
で
き
て
い
て
も
、「
も
う
少

し
負
担
を
軽
く
で
き
る
よ
う
に
人
手
が
欲

し
い
」
と
望
む
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、「
好
き
な
こ
と
や
で
き
る
こ

と
を
活
か
し
て
働
き
た
い
」「
誰
か
の
役

に
立
ち
た
い
」「
介
護
技
術
や
知
識
を
身

に
つ
け
て
家
族
の
介
護
に
役
立
て
た
い
」

と
思
っ
て
い
る
人
が
、
人
手
を
必
要
と
し

て
い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
働
け
る

よ
う
な
環
境
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
、
普
段
の
生
活
で
行
っ
て
い

る
手
仕
事
を
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
持
ち
寄
っ

て
い
た
だ
け
る
と
、
必
要
と
し
て
い
る
高

齢
者
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
介
護

の
資
格
や
技
術
は
な
く
て
も
、
皆
さ
ん
の

日
々
の
力
を
そ
の
ま
ま
発
揮
い
た
だ
け
れ

ば
活
躍
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
高
齢
者
の

生
活
は
も
ち
ろ
ん
、
施
設
に
と
っ
て
も
大

き
な
支
え
に
な
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
活
支
援
は
、
市
内
に
あ
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
が
窓
口
と
な
っ
て
い
る
有
償
訪
問

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
あ
る
た
す
」、
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
も
提
供
し
て
い
ま

す
。
各
事
業
所
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
も

求
人
情
報
を
確
認
で
き
ま
す
。
興
味
の
あ

る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県立榛原高等学校のグローカル部では、市役所と協力し、自分たちで地域の魅力や課題などを
見つけ、部活動として探究活動を進めています。
今回は、介護に興味を持っている生徒の皆さんが、「年を取るってどういうこと？」というテーマ
で、デイサービスの利用者の皆さんにインタビューを実施しました。

［インタビュー実施者］
写真左から、三

み

堂
どう

大
だい

地
ち

さん（１年生）、山
やま

田
だ

こころさん（１年生）、
澤
さわ

入
いり

百
もも

花
か

さん（２年生）、松
まつ

林
ばやし

あやさん（２年生）

以前と楽しみは変わった？ 普段の生活で困ることは？ これからやってみたいことは？

インタビューで高齢者の皆さんが楽しそうに話す様子を見て、
「年を取るのは悪いことばかりではない」と実感しました。
高齢者と若者とで会話し、交流が増えることで、高齢者の孤
独感が減っていけば良いなと思います。

＼ 榛原高校グローカル部がデイサービスの利用者に聞いて考えました ／
年を取るってどういうこと？

“

”

“

”

インタビューを終えて…
今日から私たちに
できること

道で高齢者にお会いしたら
元気よくあいさつし、
少し話しかけてみる。

楽しく話すために、高齢者と
話す際には略語を使わない。

お互いに理解できる言葉を使う。
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健
康
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す

転
入
・
転
出
に
伴
う
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
関
係
手
続
き
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課　

☎
（
23
）
０
０
２
４

防
災

　

市
で
は
、
地
域
に
お
け
る
防
災
知
識

の
普
及
や
自
主
防
災
組
織
の
育
成
な
ど

地
域
防
災
力
向
上
の
た
め
、
防
災
指
導

員
養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
般
コ
ー
ス
（
全
４
回
受
講
）
で
は
、

牧
之
原
市
の
防
災
体
制
、
原
子
力
災
害
、

ペ
ッ
ト
の
避
難
、
避
難
所
運
営
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た

だ
き
、
41
人
の
皆
さ
ん
を
防
災
指
導
員

に
認
定
し
ま
し
た
。

　

マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
（
全
４
回
受
講
）

で
は
、
災
害
想
像
力
ゲ
ー
ム
、
災
害
時

救
護
活
動
、
災
害
時
判
断
ゲ
ー
ム
、
自

主
防
災
組
織
災
害
対
応
訓
練
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た

だ
き
、
15
人
の
皆
さ
ん
を
防
災
指
導
員

（
マ
ス
タ
ー
）
に
認
定
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
で
は
一
般
コ
ー
ス
３
０
３

人
、
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
55
人
が
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
認
定
さ
れ
た
皆
さ
ん
に

は
、
自
主
防
災
組
織
と
連
携
協
力
し
、

自
助
・
共
助
の
面
で
、
地
域
に
お
け
る

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

市
で
は
、
令
和
５
年
度
以
降
も
こ
の

講
習
会
を
開
催
し
、
地
域
防
災
対
策
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
い
つ
発
生
し
て

も
お
か
し
く
な
い
大
地
震
や
毎
年
の
よ

う
に
各
地
を
襲
う
台
風
か
ら
自
分
の
身

を
守
る
た
め
に
も
、
防
災
の
知
識
を
深

め
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
防
災
力
向
上
へ

牧
之
原
市
防
災
指
導
員
を
認
定
し
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課　

小
杉
山
佳　

☎
（
23
）
０
０
５
６

　

市
で
は
、
夜
間
に
お
け
る
地
震
の
発

生
と
大
津
波
警
報
の
発
表
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
訓
練
に
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
感

染
予
防
対
策
を
十
分
に
行
い
、
各
自
治

会
の
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

訓
練
で
の
確
認
事
項

　

次
の
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
避
難
場
所
と
避
難
経
路

●
避
難
場
所
ま
で
の
所
要
時
間

●
津
波
浸
水
想
定
区
域
や
土
砂
災
害
危

　

険
箇
所
な
ど

●
夜
間
に
お
け
る
危
険
箇
所

●
懐
中
電
灯
な
ど
の
非
常
持
出
品

●
家
族
の
安
否
確
認
伝
達
方
法　

な
ど

サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
、緊
急
速
報
メ
ー

ル
を
送
信
し
ま
す

　

地
震
発
生
や
津
波
襲
来
を
想
定
し
た

同
報
無
線
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
や
情
報
伝

達
訓
練
と
し
て
携
帯
電
話
へ
の
緊
急
速

報
メ
ー
ル
の
一
斉
送
信
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

携
帯
電
話
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
、

端
末
の
設
定
に
よ
っ
て
は
マ
ナ
ー
モ
ー

ド
設
定
中
で
も
音
が
鳴
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

防
災
地
震
だ
、
津
波
だ
、
す
ぐ
避
難
！　

〜
少
し
で
も
早
く
、
少
し
で
も
高
く
〜

牧
之
原
市
地
震
・
津
波
夜
間
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課　

小
杉
山
佳　

☎
（
23
）
０
０
５
６

午後６時30分 同報無線で訓練実施（中止）のお知らせ
午後７時○○分（＊１） 「訓練」地震発生・訓練開始「サイレン吹鳴」

午後７時○○分（＊２） 「訓練」大津波警報
同報無線・緊急速報メール配信で訓練警報発表のお知らせ

午後７時30分ごろ 同報無線で訓練終了のお知らせ

（＊１・２）　地震発生および大津波警報発表の時間は、午後７時～午後７時15分までの間

［地震・津波夜間避難訓練］　３月11日土　午後７時～午後８時15分ごろ

■訓練実施日　３月11日土
午後７時30分 同報無線で訓練事前広報
■訓練事前広報　３月10日金

令和 4年度マスターコース
認定者（敬称略）

八
や

木
ぎ

昇
のぼる

（波津）萩
は ぎ

原
わ ら

正
ま さ

志
し

（大江）
増
ま す

田
だ

治
おさむ

（須々木）松
ま つ

本
も と

隆
た か

好
よ し

（菅山）
杉
す ぎ

浦
う ら

克
か つ

尚
ひ さ

（西萩間）鈴
す ず

木
き

弘
ひ ろ

之
ゆ き

（東
萩間）加

か

藤
と う

隆
た か

弘
ひ ろ

（静波）加
か

藤
と う

初
は つ

孔
よ し

（静波）紅
く れ

林
ばやし

康
や す

雄
お

（細江）枝
え だ

村
む ら

八
は ち

郎
ろ う

（細江）田
た

代
し ろ

丈
た け

晴
は る

（細江）大
お お

石
い し

道
み ち

則
の り

（細江）河
か わ

守
も り

将
まさる

（勝間田）根
ね

上
が み

茂
し げ

治
は る

（牧之原）福
ふ く

代
よ

清
きよし

（坂部）

防災指導員（マスター）に認定された皆さん

必要書類 備考
１．申請書
２．本人確認書類（運転免許証など）の写し

ワクチンパスポートの場合は、以下の３～５が必要です

３．海外渡航時に有効な旅券（パスポート）の写し 海外用の場合のみ。ローマ字氏名、旅券番号
を鮮明にコピーしてください。

４．「接種券」と「接種済証または接種記録書の写し」
５．返信用封筒 宛名を記入し、切手を貼付してください。
＊旅券に旧姓・別姓・別名の記載がある場合は、旧姓・別姓・別名が確認できる書類が必要です。
＊代理人による請求の場合は、上記書類のほか「委任状」と「代理人の本人確認書類」が必要となります。
＊申請前に、旅券の有効期間を確認してください。旅券を更新すると、再度証明書を取得する必要があります。
　旅券の更新予定の人は、更新後に証明書の申請をしてください。

　　○ワクチンパスポート交付上の注意点
　　　▶証明書は返信用封筒に記載された住所に郵送します。
　　　▶交付には１週間程度かかりますので、余裕をもって申請してください。
　　　▶申請が集中した場合、書類に不備・不足がある場合は、より多くの時間がかかります。

春は移動の多い季節です。転入・転出があった場合は早めに申請をお願いします。

  牧之原市に転入してきた人へ
［新型コロナワクチン接種券］
　前住所で交付された接種券は使えません。また、過去の接種履歴は本市にないため、接種希
　望の人は手続きが必要です（追加接種の接種券は、手続きがないと送られません）。
　健康推進課（総合健康福祉センターさざんか内）窓口で申請してください。
■申請に必要な書類
　　○接種券発行申請書
　　○以下のいずれかの書類の写し（ない場合は、マイナンバーカードをご持参ください）
　　　▶新型コロナワクチン接種済み証　▶接種記録書　▶接種証明書（ワクチンパスポート）
　　　▶転入前の自治体で発行された接種券
［接種記録書（接種済証）の再発行、ワクチンパスポートの申請］
　転入前の接種済証は、牧之原市では発行することができません。転出元の自治体での発行が
　必要になります。必要に応じて転出元のワクチン接種担当部署へお問い合わせください。
　発行まで時間がかかる場合がありますので、余裕をもってお問い合わせください。
　＊接種記録書、ワクチンパスポート（国内用・海外用）は、マイナンバーカードをお持ちで
　　あれば、接種証明書のアプリで発行可能です。

  牧之原市から転出する人へ
［新型コロナワクチン接種券］
　牧之原市が発行した接種券は使えません。転出先の自治体での発行が必要になります。必要
　に応じて転出先のワクチン接種担当部署へお問い合わせください。
［接種記録書（接種済証）の再発行、ワクチンパスポートの申請］
　接種日に牧之原市に住んでいた人（住民登録があった人）は発行できます。
■電子版の交付
　　マイナンバーカードを使用し、スマートフォンの専用アプリから申請・
　　取得することで、スマートフォン上で表示できるようになります。
　　詳しくはデジタル庁ホームページをご確認ください。
　＊接種証明書の内容は自動で更新されません。接種証明書発行後のワクチン接種の記録を反映する

　　　ためには、アプリ内で再発行の操作が必要です（例：２回目接種後に接種証明書を発行→３回目
　　　接種後に証明書を取得するには再発行の操作が必要）。
■書面での交付
　　下表の必要書類などを用意し、郵送するか、健康推進課窓口に提出してください。

デジタル庁
「新型コロナワクチン
接種証明書アプリ」

のページ



—

議
会
11
月
28
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
の
会
期

市
議
会
11
月
定
例
会
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

瀧
口
恵　

☎
（
23
）
０
０
５
０

病
院

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

令
和
４
年
度
の
８
回
目
の
補
正
で
、

２
億
２
５
６
万
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の

総
額
を
２
２
１
億
２
６
３
２
万
２
千
円
と

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
台
風　

号
に

よ
る
豪
雨
災
害
に
対
し
て
緊
急
に
対
応
す

べ
き
経
費
に
つ
い
て
予
算
措
置
を
行
い
ま

し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

令
和
４
年
度
の
９
回
目
の
補
正
で
、

５
億
２
３
７
１
万
１
千
円
を
増
額
し
、
補

正
後
の
総
額
を
２
２
６
億
５
０
０
３
万
３

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、「
電
力
・
ガ
ス
・

食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
地
方
交
付

金
」
を
活
用
し
た
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
給
付
事
業
な
ど
の
物
価
高
騰
に
対

す
る
支
援
、
各
施
設
の
光
熱
水
費
の
高
騰

に
よ
る
増
額
、
令
和
３
年
度
事
業
に
係
る

生
活
保
護
費
な
ど
の
国
県
支
出
金
の
精
算

金
、
台
風
15
号
に
よ
り
被
災
し
た
農
業
用

施
設
や
公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
費
、

災
害
対
応
に
係
る
手
当
の
増
額
に
よ
る
人

件
費
の
組
替
え
な
ど
に
要
す
る
経
費
に
つ

い
て
予
算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第　

号
）

　

令
和
４
年
度
の
10
回
目
の
補
正
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

看
護
師
を
目
指
す
皆
さ
ん
を
奨
学
金
で
応
援
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

榛
原
総
合
病
院
組
合　

☎
（
22
）
９
５
１
０

３
６
２
５
万
２
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後

の
総
額
を
２
２
６
億
８
６
２
８
万
５
千
円

と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
国
の
補
正
予

算
に
計
上
さ
れ
た
、
妊
娠
時
か
ら
出
産
・

子
育
て
ま
で
の
伴
走
型
相
談
支
援
と
一
体

的
に
実
施
す
る
経
済
的
支
援
に
要
す
る
経

費
、
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
な
ど
の
価
格

高
騰
に
伴
い
実
施
す
る
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
等
へ
の
「
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付

金
」
の
対
象
見
込
み
世
帯
増
加
に
伴
う
経

費
に
つ
い
て
予
算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦
に
つ
い
て
▼
牧
之
原
市
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
▼
牧
之
原
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
▼

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
▼
牧
之
原
市
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
▼
牧
之
原
市
個
人
情
報

保
護
審
査
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
▼
牧

之
原
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
▼
静
岡
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

規
約
の
変
更
に
つ
い
て
―
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

市民相談センター（消費生活センター）案内図

２階　市民相談センター
　　　（消費生活センター）

水道課入り口

入り口

市役所榛原庁舎

駐車場

駐車場

榛
原
文
化

セ
ン
タ
ー

会
館
棟

榛
原
庁
舎

西
館

静
波
体
育
館

駐車場

問 ☎

問 ☎

問 ☎

問 ☎

問 ☎

問 ☎
問

☎

問 ☎

＊新型コロナウイルス感染症対策のため、マスクの着用と体温測定の実施にご理解、
　ご協力をお願いします。お出かけ前に、ご自宅で体温を測定し、37.5℃以上ある場
　合のほか、咳症状や倦怠感などがある場合は、相談を見合わせてください。

問 ☎

＊市民相談センターの間違い電話が多くなっています。
番号をよくお確かめの上、お電話いただきますようお願いします。

15

10

　

看
護
師
に
な
り
、
地
域
の
医
療
を

通
じ
て
地
元
に
貢
献
し
ま
せ
ん
か
。

看
護
師
を
目
指
す
皆
さ
ん
が
、
専
門

学
校
や
大
学
で
の
勉
学
に
専
念
で
き

る
よ
う
奨
学
金
制
度
を
設
け
て
支
援

を
し
て
い
ま
す
。

　

榛
原
総
合
病
院
へ
の
就
職
希
望
者

は
、
榛
原
総
合
病
院
組
合
と
医
療
法

人
徳
洲
会
榛
原
総
合
病
院
の
奨
学
金

制
度
を
併
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
場
合
、
最
大
で
月
額
10
万
円
の

貸
与
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
組
合
立
中
部
看

護
専
門
学
校
、
常
葉
大
学
な
ど
の
学

生
10
人
が
奨
学
金
制
度
を
利
用
し
、

入
職
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
多

く
の
学
生
が
こ
の
奨
学
金
制
度
を
利

用
し
、
榛
原
総
合
病
院
で
看
護
師
と

し
て
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

　

病
院
見
学
後
の
申
し
込
み
も
可
能

で
す
。
ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

﹇
学
校
区
分
﹈

　

大
学
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校
な

ど
の
区
分
は
問
い
ま
せ
ん
。

﹇
貸
付
限
度
額
﹈

　

月
額
10
万
円
（
榛
原
総
合
病
院
組

合
と
医
療
法
人
徳
洲
会
の
奨
学
金
を

併
用
し
た
場
合
、
ど
ち
ら
か
一
方
、

月
額
５
万
円
の
対
応
も
可
能
）

﹇
貸
与
期
間
﹈

　

正
規
の
修
学
期
間

﹇
免
除
に
つ
い
て
﹈

　

看
護
師
の
免
許
取
得
後
に
常
勤
の

看
護
師
と
し
て
貸
与
の
期
間
と
同
じ

期
間
を
榛
原
総
合
病
院
で
勤
務
す
る

と
、
奨
学
金
の
返
還
が
全
額
免
除
さ

れ
ま
す
。

﹇
申
請
に
つ
い
て
﹈

　
「
榛
原
総
合
病
院
組
合
看
護
師
等

修
学
資
金
制
度
」
と
「
徳
洲
会
奨
学

金
制
度
」
の
２
つ
の
奨
学
金
を
希
望

す
る
場
合
は
、
２
カ
所
へ
の
申
請
手

続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

榛
原
総
合
病
院
で
は

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

医
療
法
人
徳
洲
会
榛
原
総
合
病
院

で
は
、
一
緒
に
働
け
る
仲
間
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
温
か
い
手
を
、
地
域
の

た
め
に
活
か
し
ま

せ
ん
か
。

　

募
集
職
種
な
ど

詳
細
に
つ
い
て
は
、

榛
原
総
合
病
院
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
く
だ
さ
い
。

ホームページ

問 ☎



☎



脳
の
健
康
に
気
を
使
っ
て
い
ま

す
か
？

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
と
言

わ
れ
る
現
在
、
体
だ
け
で
な
く
、

脳
の
健
康
づ
く
り
も
重
要
で
す
。

　

脳
は
体
の
司
令
塔
で
す
。
脳

が
衰
え
て
し
ま
う
と
、
身
体
活

動
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
な
く
な

り
ま
す
。
自
分
の
脳
の
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
脳
に
と
っ
て
よ

い
生
活
を
送
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

●
脳
に
も
正
常
な
老
化
が
あ
り

ま
す

　

前
頭
葉
（
脳
の
司
令
塔
で
、

判
断
・
分
析
・
決
断
を
す
る
器

官
）
機
能
の
う
ち
、
意
欲
、
集

中
力
、
注
意
分
配
力
の
加
齢
に

伴
う
変
化
は
、
20
歳
代
を
ピ
ー

ク
に
そ
の
後
は
緩
や
か
に
低
下

し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
脳
を
使
わ
な
い
生
活

が
続
く
と
、
こ
の
低
下
ス
ピ
ー

ド
が
加
速
し
、
最
終
的
に
認
知

症
を
発
症
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

●
突
然
始
ま
る
認
知
症
は
あ
り

ま
せ
ん
！

　
「
人
や
物
の
名
前
が
出
て
こ

な
い
」「
２
階
に
上
が
っ
た
の

に
何
を
す
る
か
忘
れ
た
」「

や
メ
ガ
ネ
を
置
き
忘
れ
て
探
し

回
る
」
―
。
何
か
思
い
当
た
り

ま
す
か
？

　

失
敗
の
自
覚
が
あ
り
、
工
夫

や
機
転
が
利
く
場
合
は
、
前
頭

葉
の
注
意
分
配
力
が
老
化
し
て

い
る
た
め
に
お
き
る
物
忘
れ
で

す
が
、
認
知
症
の
場
合
は
、
困

惑
し
た
り
言
い
訳
し
た
り
し
ま

す
。
認
知
症
の
始
ま
り
を
見
落

と
さ
な
い
た
め
に
も
、
定
期
的

な
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
す
。

●
脳
の
健
康
の
た
め
に

　

定
期
的
な
運
動
や
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
食
事
、
社
会
と
の
か
か

わ
り
、
趣
味
や
好
奇
心
を
持
つ
、

禁
煙
な
ど
の
習
慣
が
、
脳
の
健

康
度
を
上
げ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
市
で
は
、
も
の
忘
れ
相

談
や
講
演
会
を
無
料
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
も
の
忘
れ
相
談
＝
随
時
・
要

予
約（
本
ペ
ー
ジ
上
段
に
掲
載
）

▼
笑
い
ヨ
ガ
講
演
・
脳
チ
ェ
ッ

ク
会
（
24
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
　
　
　
　
　
　

健
康
推
進
課

☎ ☎ ☎
☎

☎
☎

☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

［加齢に伴う集中力・分配力の移り変わり］

［出典］エイジングライフ研究所



☎

申込先・問い合わせ　社会教育課図書係　元木香代　☎㉓7007　℻  ㉓7008
tosyo@city.makinohara.shizuoka.jp

図書館
HP

曜日の変更があります。ご注意ください。

市ホームページ インスタグラム

子育て世代に
役立つ情報
発信中！

元気なKIDS募集中！
LoGoフォームで随時受付中です。

▶市内在住　▶応募時点で６歳未満
▶過去に「まきのはらKIDS」に掲載
　されていない

LoGoフォーム

　　　　　　　　　　　　 移動図書館ひまわり号 巡回日程　３月
巡回コースの詳細は、図書館ホームページでご覧ください。
［１コース］３月７日火　［２コース］３月８日水　［３コース］３月14日火　［４コース］３月15日水
［５コース］３月23日木　［６コース］３月24日金　［７コース］３月28日火　［８コース］３月29日水

  絶筆
  石原慎太郎／著　 文藝春秋
  図書交流館所蔵

2022年２月１日に死去した石原慎
太郎氏。その最後の文学的結晶―。
限りなくピュアな初恋の記憶を描い
た「遠い夢」、死後公開された「死
への道程」など、単行本未収録の
まま残された作品を収録。

  四季を感じる毎朝音読
  心と脳が若くなる
  寺田理恵子／著　 さくら舎
  榛原図書館所蔵

元日から大晦日まで季節感のある
名作を音読で！ 朝に音読すること
を習慣にすれば毎日続けられる。
音読が脳トレにもいいことはもちろ
ん、会話のネタにもなる。

新 紹着 介本 他にもたくさんの新着本があります。
詳しくはホームページの「あたらしく入った本」を確認してください。

　特集展示　牧之原市民の「こころ」を支える
心配ごと、困りごとがあるとき、本やリーフレットを手に取って、自分の心、家族の心を
一緒に考えてみませんか。
［期間］３月１日火～31日金　　［場所］図書交流館いこっと、榛原図書館
［共催］健康推進課

『キンダーブック』は昭和２（1927）年、日本で初めての保育
絵本としてフレーベル館より創刊されました。
『キンダーブック』と戦後日本との関わりを振り返る展示を行う
ほか、『キンダーブック』の複製本を実際に手に取ってご覧い
ただけます。
［期間］３月１日水～30日木
［場所］ミルキーウェイスクエア
　　　  （図書交流館いこっと カウンター前）

展示初日は、進
しん

藤
どう

令
れい

子
こ

さん
（静岡福祉大学  地域連携推進センター専門官）

による展示解説を実施！
［日時］３月１日水　午前10時30分～
　　　  （15分程度）
［対象］どなたでも（申込不要、無料）
　　　 ＊参加を希望する人は、午前10時25分
　　　　 までにいこっと受付カウンター前集合

牧之原市立図書交流館／静岡福祉大学地域連携推進センター連携事業

戦後77年企画 キンダーブックと昭和の子ども展

みんなで楽しむキンダーブック講座  ～挿絵と童謡でふりかえる子どもの世界～
『キンダーブック』は、たくさんの創作童謡にすばらしい童画を添えて子どもたちに届けていました。
昭和の童謡を楽しみながら、当時を振り返ってみませんか。
［日　時］３月11日土　午前10時30分～午前11時30分
［場　所］ミルキーウェイスクエア 芝スペース
［対　象］中学生以上（要事前申込、参加無料）　＊先着20人
［講　師］解説：進藤令子さん　実演：山

やま

本
もと

敬
けい

子
こ

さん（布絵本作家）
［申込方法］図書交流館いこっと・榛原図書館の受付カウンター、電話、FAX、メールで申し込む。
［協　力］株式会社フレーベル館／株式会社フレーベル静岡／メリーランド大学 ゴードンW.
　　　　 プランゲ文庫（米国）・株式会社スーパーラック



　☎

　

市
内
に
住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入

し
た
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
「
子

育
て
家
族
定
住
奨
励
金
」
が
、
４
月

１
日
以
降
変
更
さ
れ
ま
す
。

主
な
変
更
点　

▼
子
ど
も
加
算
「
１

人
10
万
円
」
か
ら
「
１
人
目
10
万

円
・
２
人
目
20
万
円
・
３
人
目
30
万

円
・
４
人
目
以
降
一
律
10
万
円
」
に

変
更
▼
転
入
加
算
「
10
万
円
」
か
ら

「
30
万
円
」
に
増
額
▼
「
自
動
車
加

算
」
廃
止
、
新
た
に
「
空
き
家
・
空

き
地
バ
ン
ク
加
算
」
追
加
▼
基
礎
額

「
20
万
円
」
か
ら
「
10
万
円
」
に
減

額　

＊
変
更
内
容
は
、
令
和
５
年
度

予
算
の
成
立
を
も
っ
て
確
定
と
な
り

ま
す
。
＊
条
件
や
申
請
方
法
な
ど
の

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　

住
宅
の
引
渡
日
の
属
す
る
年

度
の
４
月
１
日
時
点
で
「
い
ず
れ
も

40
歳
未
満
の
夫
婦
」
ま
た
は
「
父
ま

た
は
母
が
養
育
す
る
中
学
生
以
下
の

子
が
い
る
家
族
な
ど
（
母
子
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
家
族
も
含
む
）」

申
込
期
間　

住
宅
の
引
渡
日
か
ら
２

カ
月
以
内

問
い
合
わ
せ　

都
市
住
宅
課　

池
田

☎
（
53
）
２
６
３
３

　

昨
年
９
月
５
日
・
６
日
に
行
わ
れ

た
「
お
〜
い
お
茶
杯
第
63
期
王
位
戦

七
番
勝
負
」
第
五
局
の
封
じ
手
（
＊
）

を
、
対
局
会
場
と
な
っ
た
平
田
寺
書

院
で
展
示
し
ま
す
。
封
じ
手
展
示
に

併
せ
て
、
通
常
非
公
開
の
書
院
の
室

内
も
特
別
に
公
開
し
ま
す
。
ま
た
、

藤
井
聡
太
王
位
や
豊
島
将
之
九
段
の

サ
イ
ン
色
紙
な
ど
も
展
示
し
ま
す
。

＊
封
じ
手
と
は
？　

対
局
１
日
目
の

終
了
後
、
翌
日
先
に
指
す
人
が
次
の

一
手
を
紙
に
書
き
、
封
筒
に
入
れ
て

封
を
し
た
も
の
。
２
日
目
の
対
局
再

開
時
に
封
が
解
か
れ
る
。
本
局
で
は
、

藤
井
王
位
が
封
じ
手
を
行
っ
た
。

日
時　

３
月
18
日
土
・
19
日
日　

午

前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場　

平
田
寺（
大
江
４
５
９
番
地
）

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

長
谷

川　

☎
（
53
）
２
６
４
６

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
家
族
と
暮
ら

せ
な
い
子
ど
も
た
ち
を
、
自
分
の
家

庭
に
迎
え
入
れ
、
温
か
い
愛
情
と
理

解
で
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
が

「
里
親
」で
す
。「
里
親
っ
て
ど
う
や
っ

た
ら
な
れ
る
の
？
」「
里
親
に
つ
い

て
詳
し
く
知
り
た
い
」「
里
親
に
な

り
た
い
」
と
い
う
人
を
対
象
に
里
親

相
談
会
を
開
催
し
、
制
度
や
申
請
な

ど
里
親
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　

①
２
月
23
日
木　

午
後
１
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分

②
３
月
14
日
火　

午
後
１
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分

会
場　

①
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

は
る
か
ぜ
（
焼
津
市
田
尻
58
番
地
）

②
さ
ざ
ん
か　

相
談
室
４

対
象　

里
親
制
度
に
興
味
の
あ
る
人
、

里
親
を
希
望
す
る
人

問
い
合
わ
せ　

児
童
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
は
る
か
ぜ

☎
０
５
４
（
６
５
６
）
３
４
５
６　

　

会
場
で
は
、
パ
ト
カ
ー
や
白
バ
イ

の
展
示
、
警
察
官
に
よ
る
職
業
体
験

ブ
ー
ス
な
ど
を
設
置
予
定
で
す
。
一

緒
に
写
真
を
撮
っ
て
み
た
い
人
や
警

察
官
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
人
、
将

来
警
察
官
を
目
指
し
て
い
る
人
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
・
会
場　

▼
第
１
回
＝
３
月
５

日
日
午
前
９
時
〜
正
午
・
牧
之
原

警
察
署
▼
第
２
回
＝
３
月
18
日
土

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
・
ミ
ル
キ
ー

ウ
ェ
イ
ス
ク
エ
ア

問
い
合
わ
せ　

牧
之
原
警
察
署

☎
（
22
）
０
１
１
０

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学

校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
な
ど
に
入

学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち

の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融

資
制
度
で
す
。
詳
細
は
「
国
の
教
育

ロ
ー
ン
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

融
資
額　

お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き

３
５
０
万
円
以
内

金
利　

年
１
・
95
％　

＊
母
子
家
庭

な
ど
は
年
１
・
55
％
（
令
和
４
年
11

月
１
日
現
在
）

返
済
期
間

18
年
以
内

問
い
合
わ
せ　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
（
０
０
８
６
５
６
）（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は

☎
０
３
（
５
３
２
１
）
８
６
５
６

　

静
岡
県
で
は
、３
月
１
日
か
ら「
静

岡
県
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制

度
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
お
互
い
を
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
認
め
合
っ
た
二
人
が
協
力
し

て
共
同
生
活
を
行
う
こ
と
を
宣
誓
し
、

県
が
そ
の
宣
誓
書
を
受
領
し
た
こ
と

を
証
明
す
る
制
度
で
す
。

　

宣
誓
手
続
に
は
事

前
の
日
程
調
整
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

静
岡
県
男
女
共
同
参

画
課

☎
０
５
４
（
２
２
１
）
３
３
６
３

　

こ
の
た
び
、
ユ
ニ
オ
ン
歌
謡
ク
ラ

ブ
様
（
門か
ど

田た

愛あ
い

次じ

代
表
）
か
ら
市
へ

寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
付
金
は
、
令
和
４
年
10
月

23
日
に
い
〜
ら
で
行
わ
れ
た
、
同
ク

ラ
ブ
主
催
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
参
加
者

の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
も
の
で
す
。
い
た
だ
い
た
寄
付

金
は
、
市
の
福
祉
事
業
な
ど
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課　

渡
辺

☎
（
23
）
０
０
７
０

　

人
は
不
安
や
孤
独
を
感
じ
悩
ん
で

い
る
と
き
、
誰
か
に
話
を
聴
い
て
も

ら
う
こ
と
で
自
分
の
気
持
ち
が
精
神

的
安
定
を
覚
え
、
穏
や
か
な
心
・
生

活
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
ん
な
上
手
な
聴
き
手
と
し
て

の
「
心
と
能
力
」
を
備
え
た
人
に
な

る
た
め
の
講
座
で
す
。

　

脳
科
学
・
心
理
学
に
根
差
し
た
傾

聴
療
法
を
講
じ
ま
す
。
全
日
程
を
受

講
し
て
課
題
の
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
、

承
認
を
得
れ
ば
、
準
傾
聴
療
法
士
の

資
格
が
取
得
で
き
ま
す（
別
途
費
用
）。

日
時　

４
月
８
日
土
・
６
月
10
日
土
・

７
月
８
日
土
・
10
月
７
日
土

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

会
場　

さ
ざ
ん
か
２
階
会
議
室

費
用　

１
万
２
千
円
（
初
回
全
納
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む
。

申
込
期
限　

４
月
５
日
水

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

石
山

☎
０
９
０
（
１
８
６
８
）
５
７
１
１

募　

集

　

各
市
の
求
め
る
人
材
や
採
用
試
験

の
説
明
の
ほ
か
、
勤
務
条
件
や
仕
事

の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
、
市
役
所
の
仕
事
の

魅
力
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
23
日
木　

午
後
２
時
〜

会
場　

菊
川
市
役
所
東
館
３
階　

Ｅ

３
０
１
・
３
０
２
会
議
室
（
オ
ン
ラ

イ
ン
で
も
視
聴
可
）

対
象　

市
役
所
の
仕

事
や
職
員
採
用
に
興

味
の
あ
る
人

申
込
方
法　

申
込

フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
む
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

石
神

☎
（
23
）
０
０
５
１

　

市
地
域
公
共
交
通
会
議
で
は
、
地

域
の
実
情
に
即
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス

実
現
の
た
め
の
協
議
や
地
域
公
共
交

通
計
画
の
推
進
に
向
け
た
事
業
実
施

な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象　

満
20
歳
以
上
で
市
内
に
住
所

を
有
す
る
人
、
本
市
の
附
属
機
関
な

ど
の
委
員
で
な
い
人

任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
（
委
嘱

は
令
和
５
年
４
月
を
予
定
）

会
議
日
程

平
日
昼
間
開
催
予
定

（
不
定
期
／
年
３
回
程
度
）

募
集
人
員　

２
人

報
酬　

１
回
３
５
０
０
円

申
込
方
法　
「
地
域
公
共
交
通
会
議

委
員
応
募
申
込
書
」
に
必
要
事
項

を
記
載
し
、「
持
続
可
能
な
公
共
交

通
に
必
要
な
こ
と
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
小
論
文
を
添
付
し
て
、
榛
原
庁
舎

５
階
地
域
振
興
課
ま
で
提
出
（
持
参
、

郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
）

申
込
期
限　

３
月
15
日
水

問
い
合
わ
せ　

地
域
振
興
課　

西
原

☎
（
23
）
０
０
５
３

　

脳
ト
レ
教
室
は
65
歳
以
上
の
人
を

対
象
に
簡
単
な
読
み
書
き
・
計
算
の

学
習
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
座

談
）
を
行
う
認
知
症
予
防
教
室
で
す
。

　

学
習
の
丸
つ
け
、
座
談
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
教
室
を
お
手
伝
い
し
て
い
た

だ
け
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

５
月
11
日
〜
９
月
14
日
の
毎

週
木
曜
日
の
午
前
中

会
場　

相
良
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

▼
64
歳
以
下
の
人
▼
事
前
研

修
（
４
月
13
日
木
午
前
中
、
４
月
20

日
木
午
前
中
）
に
参
加
で
き
る
人
▼

月
２
回
程
度
教
室
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
人　

＊
託
児
も
行
い
ま
す
の
で
、

子
育
て
世
代
の
人
も
ぜ
ひ
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

謝
礼　

１
回
千
円
（
託
児
利
用
の
場

合
は
１
回
５
０
０
円
）

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接
窓
口

に
申
し
込
む
。

申
込
期
限　

４
月
５
日
水

問
い
合
わ
せ  

健
康
推
進
課　

加
藤

☎
（
23
）
０
０
２
４

　

笑
い
は
脳
を
活
性
化
す
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
笑
い
ヨ
ガ
で
脳

を
い
き
い
き
さ
せ
、
認
知
症
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。

　

ゲ
ー
ム
感
覚
で
で
き
る
「
脳

チ
ェ
ッ
ク
」
を
講
演
の
前
後
1
時
間

で
実
施
し
ま
す
（
先
着
30
人
、
１
人

15
分
程
度
）。
ご
自
身
の
脳
年
齢
な

ど
、
認
知
機
能
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
12
日
日　

午
後
１
時
30

分
〜
午
後
３
時
（
脳
チ
ェ
ッ
ク
は
午

後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時
30
分
、
午

後
３
時
〜
午
後
４
時
）

会
場　

さ
ざ
ん
か　

２
階
会
議
室

講
師

山や
ま

下し
た

直な
お
し

氏
（
笑
い
ヨ
ガ
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
）

対
象　

市
民

定
員

80
人

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接
窓
口

に
申
し
込
む
。

申
込
期
限　

３
月
３
日
金

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課　

野
澤

☎
（
23
）
０
０
２
４

　

吉
田
榛
原
学
校
給
食
共
同
調
理
場

で
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員　

若
干
名

業
務
内
容　

小
・
中
学
校
の
給
食
調

理
業
務

勤
務
時
間　

午
前
８
時
〜
午
後
４
時

（
応
相
談
）
休
日
は
土
日
祝
日
な
ど

資
格　

特
に
な
し

時
給　

９
７
０
円
（
賞
与
あ
り
）

申
込
方
法　
「
会
計
年
度
任
用
職
員

登
録
申
請
書
兼
登
録
票
」
を
吉
田
町

牧
之
原
市
広
域
施
設
組
合
事
務
局

（
細
江
６
６
６
４
番
地
３
）
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。「
申
請
書
兼
登
録

票
」
は
、
当
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

吉
田
榛
原
学
校
給
食

共
同
調
理
場　

☎
（
32
）
１
７
５
０

期
間　

４
月
〜
令
和
６
年
３
月
ま
で

＊
第
１
回
目
は
４
月
10
日
月
に
開
催

（
開
校
式
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）。
午
前

８
時
45
分
〜
受
付
、
相
良
Β
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
集
合
。

＊
そ
の
他
開
催
日
は
不
定
期
の
た
め
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　

年
間
を
通
し
て
参
加
で
き
る

成
人
男
女

参
加
費　

▼
オ
ー
ル
コ
ー
ス
＝
３
５

０
０
円
／
全
24
回
（
近
隣
市
町
を
含

む
全
て
の
コ
ー
ス
）
▼
ベ
ー
シ
ッ
ク

コ
ー
ス
＝
３
３
０
０
円
／
全
18
回

（
市
内
を
主
と
し
た
コ
ー
ス
）

＊
市
内
お
よ
び
市
外
コ
ー
ス
（
４
㎞ 

〜
６
㎞ 
）の
他
、県
内
外
郊
外
ウ
ォ
ー

ク
、
番
外
編
ウ
ォ
ー
ク
あ
り
（
オ
ー

ル
・
ベ
ー
シ
ッ
ク
共
通
、
別
途
料
金

徴
収
）

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接
申
し

込
む
。

申
込
先　

Ν
Ρ
Ο
法
人
牧
之
原
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
（
平
日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
）　

▼
ぐ
り
ん
ぱ
る

☎
（
23
）
８
８
９
９

▼
Β
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
（
52
）
４
６
０
０

　

国
立
清
水
海
上
技
術
短
期
大
学
校

は
船
の
学
校
で
す
。
船
員
を
目
指
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
24
日
金　

▼
午
前
の
部

＝
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
40
分

▼
午
後
の
部
＝
午
後
２
時
〜
午
後
３

時
40
分

会
場　

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）

対
象　

高
校
生
以
上

申
込
方
法　

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
む
。

申
込
期
限　

３
月
16

日
木　

午
後
５
時

費
用　

無
料

問
い
合
わ
せ　

国
立
清
水
海
上
技
術

短
期
大
学
校　

教
務
課

☎
０
５
４
（
３
３
４
）
０
９
２
２

お
知
ら
せ

　

傍
聴
の
際
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
マ

ス
ク
着
用
な
ど
の
対
策
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程　

▼
２
月
27
日
月
＝
提
案
説
明

▼
３
月
６
日
月
＝
通
告
質
疑
・
委
員

会
付
託
▼
７
日
火
＝
補
正
予
算
連
合

審
査
会
・
常
任
委
員
会
（
付
託
議
案

審
査
）
▼
８
日
水
・
９
日
木
＝
一
般

質
問
▼
13
日
月
〜
15
日
水
＝
当
初
予

算
連
合
審
査
会
▼
16
日
木
＝
常
任
委

員
会
（
付
託
議
案
審
査
）
▼
22
日
水

＝
採
決

会
場　

相
良
庁
舎
４
階　

議
場

問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局　

本
杉

☎
（
53
）
２
６
５
０

　

令
和
５
年
度
に
お
け
る
「
青
農
地

の
除
外
・
編
入
」
の
受
け
付
け
を
行

い
ま
す
。

　

青
農
地
を
除
外
し
て
住
宅
・
店
舗
・

工
場
な
ど
農
地
以
外
の
利
用
を
計
画

し
て
い
る
人
や
、
土
地
改
良
事
業
実

施
の
た
め
に
青
農
地
へ
の
編
入
を
計

画
し
て
い
る
人
は
、
必
要
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

除
外
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
審
査
を
行
う

た
め
、
要
望
に
お
応
え
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間　

３
月
１
日
水
〜
４
月
28

日
金
（
土
日
祝
日
除
く
）
＊
相
談
は

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
課　

加
藤

☎
（
53
）
２
６
１
８

市
地
域
公
共
交
通
会
議
の

委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

脳
ト
レ
教
室
を
お
手
伝
い

す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集

茶：お茶振興課　　建：建設課　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　管理検査課　荒川　☎532602

脳
活
も
笑
い
か
ら
？
「
笑

い
ヨ
ガ
」で
認
知
症
予
防
！

給
食
調
理
業
務
を
行
う
会

計
年
度
任
用
職
員
を
募
集

令
和
５
年
度
歩
友
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
会
員
を
募
集
！

国
立
清
水
海
上
技
術
短
期

大
学
校　

Ｗ
ｅ
ｂ
説
明
会

市
議
会
２
月
定
例
会
開
催

誰
で
も
傍
聴
が
で
き
ま
す

令
和
５
年
度
「
青
農
地
除

外
・
編
入
」
を
受
け
付
け

教
育
資
金
を
「
国
の
教
育

ロ
ー
ン
」
が
サ
ポ
ー
ト
！

静
岡
県
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
が
運
用
開
始

里
親
制
度
な
ど
に
関
心
が

あ
る
人
の
相
談
会
を
開
催

工事・委託名 予定価格（税抜） 落札価格（税抜） 落札率 落札業者

茶 地頭方漁港海岸子局被遠方監視制御装置改良工事 66,770,000円 66,000,000円 98.85% 三菱電機プラントエンジニアリング 静岡支店

茶 男神揚水機場災害復旧工事 3,640,000円 3,500,000円 96.15% 二和工業商会

茶 細江塩田川浚渫工事 1,540,000円 1,520,000円 98.70% 松浦組

建 市道白井本線法面補修工事 17,460,000円 16,900,000円 96.79％ 相良建設

建 市道菅ケ谷本線（菅ケ谷（準）藤沢川３号橋）橋梁補修工事 17,700,000円 17,500,000円 98.87% 名波土建

警
察
官
が
ど
ん
な
仕
事
を

し
て
い
る
の
か
学
ぼ
う
！

ホームページ

牧
之
原
・
菊
川
・
御
前
崎

市
合
同
職
員
採
用
説
明
会

ホームページ

牧
之
原
市
子
育
て
家
族
定

住
奨
励
金
が
変
わ
り
ま
す

王
位
戦
第
五
局
の
封
じ
手

と
対
局
会
場
を
同
時
公
開

ホームページ

「
傾
聴
療
法
士
養
成
講
座
」

を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か

尊
い
ご
寄
付
を
賜
り
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す





広
報
ま
き
の
は
ら

令
和
５
年
２
月
15
日
発
行

▼
相
良
小
学
校
「
夢
講
話
」（
19

㌻
掲
載
）
の
取
材
で
、
漫
画
家
・

く
め

田た

晃あ
き

宏ひ
ろ

さ
ん
の
「
夢
中
を
見
つ

け
よ
う
！
」
と
い
う
講
話
を
聞
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
心
に
残
っ
た
の

が
「
夢
中
」
と
「
依
存
」
の
違
い

に
関
す
る
お
話
▼
粂
田
さ
ん
い
わ

く
、
何
か
に
「
夢
中
」
に
な
っ
て

い
る
時
は
、
脳
が
フ
ル
回
転
し
て
、

何
か
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
る

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
状
態
。
一
方
、

何
か
に
「
依
存
」
し
て
い
る
時
は
、

そ
の
対
象
に
寄
り
か
か
っ
て
思
考

が
停
止
し
て
し
ま
い
、
そ
の
対
象

が
な
く
な
る
と
倒
れ
て
し
ま
う
―
。

10
・
11
㌻
掲
載
の
記
事
に
も
あ
る

よ
う
に
、「
依
存
」
す
る
と
い
う

の
は
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
と
改
め
て

感
じ
ま
す
▼
２
０
２
３
年
も
気
付

け
ば
１
カ
月
以
上
が
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
自
分
に
は
夢
中
に
な

れ
る
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、粂
田
さ
ん
の
言
う
よ
う
に「
ま

ず
は
や
っ
て
み
る
」
こ
と
を
心
掛

け
て
、
い
つ
か
夢
中
に
な
れ
る
も

の
を
見
つ
け
ら
れ
た
ら
と

思
い
ま
す
。

松
村　

桃
子
さ
ん

ま
つ
む
ら
・
も
も
こ　
　
　

地
頭
方
小
学
校
６
年　

地
頭
方
区
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